
 
Study on the Wall to Bear Inertia Force of Ceiling. 
(Part5)The Outline of Shaking Table Test. 

TONE Isao, HIKITA Makiko, AKIYAMA Seiji
UMENO Yuri, SHIMOUJI Ryosuke and KOBAYASHI Toshio

 

天井に生じる慣性力を負担する壁に関する研究 
（その５）振動台実験概要 

 

 

鋼製下地 間仕切り壁 振動台実験 

壁支持天井   

 
1．はじめに 

特定天井の天井脱落防止対策の基準では、天井と壁の間

にクリアランスを設け、相互に応力伝達させないとされて

いる 1)。一方で、クリアランスがない場合の損傷制御に関

する指針 2)も出されており、構造性能に制限はあるものの、

天井の慣性力を周辺要素に負担させる方法に対し研究が行

われている 3)。 

筆者らはこれまで、天井に生じる慣性力を周囲の間仕切

り壁に負担させる工法の実現性について検討するため、壁

単体の静的加力試験を実施し、破壊性状や力学性能を明ら

かにしてきた 4)。本稿では、天井とのクリアランスなしで

施工された鋼製下地間仕切り壁（以下、鋼製下地壁）の動

的特性を把握するために実施した振動台実験概要について

報告する。 

2．実験概要 

(1) 実施方法 

実験は鹿島技術研究所が所有するする高性能 3 次元振

動台 W-DECKER を用いて実施した。加振方向は水平 1

方向（Y）＋上下方向（Z）である。写真 1 に示すよう

に、試験体を構築するための支持架台として、振動台テ

ーブル上に剛な鉄骨架台を設置し、架台下の短辺 2 側面

に鋼製下地壁を、2 面の壁に挟まれた長辺方向に在来工

法天井を構築した。なお、2 面の壁は同一仕様とした。 

(2) 試験体 

試験体は幅 3640mm、高さ 4000mm、スタッド JIS65 を

用いた鋼製下地壁および幅 3900mm、奥行き 5680mm、吊

り長さ 1300mm の在来工法天井である。鋼製下地壁と天

井の間にはクリアランスを設けず、天井端部と壁が接触す

る箇所には、塩化ビニル製の見切り縁を施工した。天井の

加振方向にはブレース等の水平力抵抗要素は設けないため、

外力を受けた際の慣性力（水平力）は、鋼製下地壁が負担

することになる。一般的な壁の施工では、天井懐内は仕上

げ材が張られておらず、スタッドがむきだしの状態である

ことが少なくない。しかし既報 4)より、仕上げ材によるス

タッドねじれ拘束効果が確認されたため、本実験ではスタ

ッドの全高さおよび両面に仕上げ材を張った。 

試験体は Case4-1～4-3 の 3 体で、実験パラメータは間

仕切り壁のスタッドピッチ、壁仕上げ層数、スペーサーピ

ッチ、スタッド上部クリアランス、天井下地方向とした。

試験体の詳細仕様は文献 5)を参考に、Case4-1 ではスタッ

ドピッチ 303mm、仕上げ材 1 枚張り、スタッド上部とラ

ンナーのクリアランスは 15mm とした。このケースは既

報 4)における静的実験の Case3-3 に対応する試験体である。

Case4-2 では、Case4-1 のスタッド上部とランナーのクリ

アランスを 15mm→20mm に変更し、天井が接触する壁高

さ位置にスペーサーを追加した。Case4-3 では、鋼製下地

壁のスタッドピッチを 455mm、仕上げ材を 2 枚張りとし

た。表 1、2 に試験体諸元を図 1 に試験体図を示す。 

(3) 加振波 

特定の周期成分に対する応答変動の影響を抑えるため、

長周期までフラットな特性を有する告示八戸位相波を加振 
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表 1 試験体諸元（全ケース共通） 

項目 全ケース共通 

壁 

寸法 幅 3640mm×高さ 4000mm  

スタッド JIS65 

仕上げ 両面スタッド全高さ仕上げ張り 

天井

寸法 幅 3900mm×奥行き 5680mm 

吊り長さ 1300mm 

仕上げ 
PB t12.5+ t9.5 2 枚張り 見切り縁設

置 

写真 1 鉄骨架台および試験体設置状況 

壁 

壁 

天井 

加振架台
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波として採用し、水平方向に EW 波（図 2a）を、上下方

向に UD 波（図 2b）を入力した。 

なお、この加振波は極稀に発生する地震動（L2）に相

当するものである。実験では、振動台能力の都合上、試験

体応答に影響が小さいと考えられる 5 秒以上の成分はカッ

トし、0.5～3.5 倍まで段階的にレベルを上げて加振を実施

した。 

(4) 計測項目 

試験体の計測項目は、壁・天井の変形、壁・天井の加速

度である（図 1）。試験体の変位計測にはレーザー変位計

を用い、振動動台上に設置した計測治具に変位計本体を取

り付け、試験体側に計測用ターゲットを設けた。また、加

振波形が正確に入力されているか確認するため、振動台テ

ーブル中央の加速度・速度・変位、加振架台の中心及び端

部加速度も計測した。 

3．まとめ 

天井に生じる慣性力を負担する壁の動的特性を把握する

ために実施した振動台実験の概要について述べた。実験結

果および考察は（その６）～（その９）に示す。 
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表 2 試験体詳細諸元 

 Case4-1 Case4-2 Case4-3 

スタッドピッチ @303 ＠455 

壁仕上げ PBt12.5 
1 枚両面張り 

PBt12.5
2 枚両面張り

スペーサー 
ピッチ @600 

@600  

天井高さ位置に追加 
スタッド上端
クリアランス

15 20 15 

天井加振方向 野縁受け 野縁 野縁受け 

図 1a 鋼製下地壁 試験体立面図（Case1） 図 1b 在来工法天井 試験体平面図（Case1,3） 

 (X)変位  (Y)  (Z)  (X) 加速度  (Y)  (Z) (Z) 変位  (Y)  (Z)加速度  (X)  (Y) 

図 2a 加振波形（水平方向） 図 2b 加振波形（上下方向） 

Max=344.3 Max=244.9 
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